
∫≠～

大
金
得
勝
陀
頚
碑

の
研
究

(
下
)

≡

大
金
得
勝
陀
項

田

村

賓

造

奉
政
大
夫
充
翰
林
修
撰
同
知

制
謂
東
大
常
博
士
隣
騎
尉
賜
緋
魚
袋

儒

林

郎

威
中
尉
清
安
握
令

武
騎
尉

賜
緋
魚
袋

臣

超

可
奉

勅

撰

臣
孫

.侯
奉

勅
書
乃

30

承
鹿
部
臆
泰
翰
林
文
字
同
知

制
譜
乗
充
国
史
院
編
修
官
雲
騎
尉
賜
緋
魚
袋

臣
党
懐
英
奉

動
素
額

∩
得
勝
U
陀

太
組
武
元
皇
帝
誓
帥
之
地
也

臣
謹
挨

嘗
錬
及

容
徳
和
功
碑
云

太
組
率
軍
波
沌
流
水
命
諸
蹄
軍
畢
骨

太
組
先
嫁
甘.;
阜

図
オー
.
I
轍
攻
輿
衆
仰
望

聖
質
如
喬
松
之
高
所
莱
赫
白
描
亦
如
岡
阜
之
大

太
組
節
税
撒
攻
等
人
馬
高
大
亦
悉
異
常
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大
敵
日
此
殆
音
群
天
地
協
鷹
吾
軍
勝
敗
之
敵
地
諸
君
配
此
正
首
勢
力
同
心
若
大
事
克
成
復
曾
於
此
雷
醇
両
名
之
後
以
是
名
∩賂
u其
地

云
時
又
以
商
槍
之
法
行
於
華
中
諸
軍
介
｢
而
序
立
戦
士
光
浮
寓
里
之
程
勝
赦
し
刻
日

其
兆
復
見
需
大
定
甲
辰
歳

驚
格
東
巡
猷
蹄
上
郡
思

武
元
締
構
之
難
義

孝
孫
光
昭
之
遣
始
也
命
新

.

紳
御
以
厳
穆
穆
之
容
既
叉
伸
刊
r_頁
石
以
資
∪

曙
曙
之
菓
而

孝
思
不
忘
念
所
以
張
聞
休
而
揚
偉
緩
着
蓋
有
加
而
無
己
也
明
年
夏
四
月

詔
以
得
勝
陀
事
訪
手
相
肝
謂
∩
宜
U
如
何
相
好
訂
手
招
官
穫
官
以
筑
昔
唐
玄
宗
幸
大
原
嘗
有
起
我
堂
項
過
上
篤
有
奮
官
述
聖
頓
∩
今
し
若

倣
此
刻
項
連
字
以
彰
聖
迩
於
童
麓
允
粕
櫛
以

聞
制
日
可
臣
可
方
以
文
字
待
罪
∩
禁
し
林
然
別
項
成
功
美
形
容
∩
臣
U
之
職
也
敢
再
井
稽
首
而
駄
文
日

31

遼
寧
失
遣
.

布
昭
聖
武

各
種
南
東

｢

如

熊

如

韓

塞
耽
自
天

帝
税
左
右

股
間
干
天

有
巻
者
阿

諸
道
之
兵

党
是

J

事
屠
観
祝

人
馬
亦
異

廼
脊
東
顧

菅
生

望
之
陵
陀

宴
整
∩其
U
放

武
元

豊
実
我
組

受
天
之
砧

恭
行
天
罰

亦
集
其
下

大
巡
六
師

昔
以
両
的

明
明
之
令

如
蓬
如
電

極
桓
之
士

太
組

首
登
高
阜

人
仲

里
質

日
此
美
徴

勝
敵
之
∩
瑞
｣

凍
如
喬
松

共
析
乗
馬

岡
阜
軍
崇



ヽ

諸
君
勉
之

往
無
不
利

我
軍
如
雲

雫
甲
湖
底

天
有
顛
遺

∵
朕
類
惟
彰

受
命
之
符

勤
云
非
虞

得
勝
之
躍

如
日
果
菜

化
被
朔
南

徳
俸
義
軒

六
飛
庚
止

江
山
口
是

聖
溶
銑
新

以
展
未
也

惟
此
∩
得
U
勝

潤
色

粗
菓

師
勝
而
還

紳
火
飲
飯

開
家
婿
輿

〔
治

〕
彼

宗

元

至
今
造
老

脊
言
薯
邦

念
我

雷
名
此
地

面
遣
設
教

易
経
著
離

厭
勝
之
法

自
首
有
之

メ

光
浮
寓
∩
重
し

′

必
有
拍

群

周
武
戎
衣

火
流
玉
屋

漠
高
奮
励

素
餐
夜
突

逐
赤
口

∩明し

噂
弗
∩楽
遺
し

聖
金
天
子

武
元
締
孫

六
飛
庚
止

列
組

開
創
之
勤

風
揃
雨
林

用
集
大
動

聖
功
鷺

永
∩
克
慧

U

一

我
組
所
名

詔
以
其
事

我
諸
項
聾

文
王
有
聾

蓮
駿
有
登

記

惟
時

∩
聖
明
し

-

帝
王
之
符

千
載
｢
孝
治
〕

配
姫
輿
劉

詔
干
寓
世

大

定

二

十

五

年

七

月

二

(-
)

十

八

日

立

石

(
一)
大
金
得
勝
陀
項

従
来
軍
に
得
勝
陀
碑
或
は
金
得
勝
陀
碑
と
の
み
通
栴
さ
れ
て
ゐ
た
が
'
正
し
く
は
大
金
得
勝
陀
項
で
あ
る
｡

(一1)
奉
政
大
夫
充
翰
林
修
理
同
知

制
譜
乗
大
骨
博
士
麟
願
尉
賜
緋
魚
袋

臣
避
可
奉

勅
亜



Jj(5

参
政
大
夫

奉
政
大
夫
は
文
警

y
J
て
'
雲

品
上
に
位
す
｡
(
詣

朗
等

翰
林
修
撰
同
知

制
詰

金
臭
盲
官
士･?(
一
)
.
翰
林
拳
士
院
の
修
に

｢翰
林
修
撰
O
綻
六
品
.
不
限
員
｡
掌
輿
待
制
同
｣
と
あ

り
'
之
と
職
掌
を
同
じ
う
す
る
翰
林
待
制
に
就
い
て
は

｢翰
林
待
制
｡

正
五
品
.

分
掌
詞
命
文
字
｡

分
判
院
事
｡
街
内
静
知
制

語
｣
占

謂
ふ
｡

太
常
博
耳

金
史
百
官
志
(
〓
'
太
常
寺
の
保
に

｢
太
常
寺
｡
(中
略
)
博
士
二
月
｡
正
七
品
｡
筆
検
討
典
穏
｣
と
謂
ふ
｡

焼
騎
尉

金
史
百
官
志
､
吏
部
に

｢
凡
勤
級
.
(中
略
)
正
六
品
日
橿
騎
尉
｣
と
あ
れ
ば
'
隣
騎
財
は
奉
政
大
夫
に
鷹
す
る
動

級
で
あ
る
｡

緋
魚
袋

金
史
輿
服
志
(中
)
公
服
の
候
を
み
る
に
'

大
足
十
五
年
制
日
｡
袖
不
加
欄
非
石
地
｡
逐
命
｡
文
茸
官
公
服
皆
加
欄
帝
｡
制
｡
(中
略
)
五
品
服
紫
者
｡
紅
韓
鳥
犀
符
鳳
金

魚
｡
服
排
者
(
詰

)

紅
琶

犀
帯
楓
銀
魚
.
服
縁
者
(
訟

)

宣

誓

犀
帝
o
(
鵬

三
)

(2
)

と
あ
る
｡

避
可

金
史
の
本
俸
に
球
れ
ば
趨
可
は
貞
元
二
年
の
進
士
に
し
て
'
博
撃
向
才
を
以
て
聞
え
'
翰
林
に
入
る
や
詔
譜
多
-
そ

の
手
に
撃

と
謂
ふ
.
(聖

二
)

(三
)
儒
林
郎
成
平
軒
清
安
願
令
武
騎
尉
賜
緋
魚
袋

臣
孫
侯
奉

勅
書
丹

儲
林

郎

文
散
官
に
し
て
'
従
七
品
下
に
位
す
｡

＼

成
平
軒
清
安
牒

成
甲
府
は
今
の
関
原
に
し
て
金
史
地
理
志
(
上
)
･
威
平
路
の
保
に
は
'

威
千
舟
O
下
親
管
府
安
東
軍
節
度
使
.
本
高
麗
銅
山
転
地
｡
遼
麓
威
州
｡
囲
初
篤
威
州
路
｡
置
郡
統
司
｡
天
聴
二
年
八
月
降
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麓
筆

麻
｡
後
碍
級
富

｡
(
諺

)

と
あ
り
'
冶
彦
衛
の
御
寒
行
程
に
は
､

∩
自

(3
)

と
謂
ふ
O.
成
午
府
所
藷
の
清
安
鯨
に
就
い
て
は
同
じ
-
金
史
地
理
志
成
千
路
の
保
に
｢
遼
粛
州
信
陵
軍
｡
麿
宗
皇
統
三
年
降
銭
願
｣

轟
州
楽
郊
館
八
十
墨

輿
州
翠

館
｡
芋

茎

銀
銅
館
｡
九
十
掌

成
州
筆

館
｡
(確
認

帥
)

と
謂
ひ

即
ち
松
漠
紀
聞
に
成
州
(関
原
)
の
北
苧

具

鯛
諾

讐

)
に
晋

と
す
る
宿
州
(北
鋪
)
に
し
て
､

讐

て
渚
洲
歴
史

(4
)

地
理
が
之
を
今
の
関
原
の
北
'
昌
闇
の
南
方
に
比
定
せ
ん
と
す
る
は
従
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
｡

武
騎
尉

儒
林
都
に
鷹
す
る
勤
政
に
し
て
従
七
品
で
あ
る
｡

孫
侯

こ
の
人
に
就
い
て
は
未
だ
知
る
研
が
な
い
｡

(e

承
慮
郎
鷹
奉
顔
林
文
字
同
知

制
譜
乗
充
国
史
院
編
修
官
雲
騎
尉
賜
緋
魚
袋

琵
党
懐
英
率

勅
実
額

承
底
郎

-文
散
官
に
し
て
正
七
品
下
に
任
す
｡

鷹
奉
翰
林
文
字
同
知
制
譜

金
史
百
官
志
(
1
)
'
翰
林
拳
士
院
の
燦
に

｢鷹
奉
翰
林
文
字
｡
従
七
品
｣
と
謂
ふ
｡

国
史
院
編
修
官

金
史
富

志
(
1
)闘
史
院
の
保
に
警

に

｢
国
史
院
編
修
官
.

芙

品
｡
女
苧

莞

各
農

｡

諸

相
還

納
禁

酢

細
触
帖
恥

入
｣
と
あ
る
･

雲
騎
尉

承
底
邸
に
鷹
ず
る
動
級
に
し
て
正
七
品
で
あ
る
｡

3 4

党
懐
英

大
定
十
年
の
進
士
｡
文
を
能
-
L
t
殊
に
そ
の
実
箱
は

1
世
の
稀
を
壇
に
し
て
ゐ
た
と
謂
は
る
｡
′′ノー~■､＼
文金
峯免
停巻
上六
或三三
は ､

大
金
闘
志
巻
二
九
'

翰
苑
下
発
憤
英
倦

(雷

得
防
陀
太
組
武
元
皇
帝
誓
師
之
地
也
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金
史
(諺

)
地
理
志
(上
)
箸

噺
の
促
に

｢有
得
際
階
｡
璽

最

上
鷺

野

太
組
誓
師
孟

也
｣
と
謂
ふ
如
-
得
勝
階
は
女

虞
名
を
忽
土
曜
葛
蟹
と
構
し
･
太
組
阿
骨
打
が
打
倒
契
丹
を
槙
拝
し
て
拳
兵
す
る
に
雷
少
･
部
下
の
軍
師
に
諭
薯
誓
約
を
輿

へ
敵

地
に
し
て
'
之
が
得
勝
陀
碩
碑
現
存
の
石
碑
成
子
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
は
今
日
殆
ん
ど
疑
ひ
な
い
所
で
あ
る
｡
太
組
挙
兵
の
揖
未

に
就
い
て
は
､
金
史
本
紀
に
操
り
そ
の
大
要
を
窺
ふ
に
'
初
め
'
太
組
阿
骨
打
が
兄
康
宗
の
校
後
､
郡
勃
極
烈
と
し
て
完
東
部
に

長
と
讐

た
の
墓

の
天
質

天
竺

年
(
講

!!)
英
巳
に
し
て
､
葦

六
月
彼
造

よ
晶

座
位
姦

興
さ
れ
る
こ
と
-
至

た
｡
然
る
に
･
旗
て
同
年
九
月
彼
は
天
砕
帝
が
我
亡
阿
疎
を
納
れ
て
.之
に
庇
護
を
加

へ
た
の
を
口
膏
と
し
て
遭
屯
叛
族
を
制

へ
し

(5
)

た
の
で
あ
る
が
勿
論
､
こ
れ
は
嬰
に
そ
の
畢
兵
を
jE
常
付
け
ん
と
す
る
表
面
上
の
名
分
に
過
ぎ
す
'
池
内
博
士
も
述
べ
て
ゐ
ら
れ

る
如
く

父
組
数
代
に
亘
っ
て
積
蓄
さ
れ
た
女
虞
族
の
民
族
的
蓉
展
が
西
隣
契
丹
へ
の
侵
略
を
必
至
化
せ
し
め
た
も
の
に
外
な
ら

へ6
)

ぬ
｡
こ
の
時
に
於
け
る
太
組
進
攻
の
有
様
は
次
の
如
く
健

へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

九
月
｡
太
組
進
軍
寧
江
州
｡
次
智
略
城
｡
(中
略
)
諸
路
兵
皆
骨
子
死
流
水
｡

待
二
千
五
百
人
｡

致
遼
之
罪
｡
申
告
干
天
地

白
｡
世
事
達
観
｡
略
修
職
買
｡
定
局
番
葛
謀
寧
之
乳
｡
破
粛
梅
里
之
衆
｡
有
功
不
省
而
橿
侮
是
加
｡
罪
人
阿
疎
屡
請
不
通
｡

今
将
問
罪
於
遮
｡
天
地
其
竪
佑
之
｡
藩
命
諸
婿
｡
俸
挺
而
誓
日
｡

汝
等
同
心
壷
力
｡
有
功
者
｡

奴
妙
部
曲
盛
良
｡
庶
人
官

之
｡
党
有
官
者
叙
進
｡
軽
重
眠
功
｡
萄
違
誓
言
｡
身
死
挺
下
｡
豪
儀
無
赦
｡
師
吹
庸
括
碍
斡
甲
之
地
｡諸
軍
穣
射
介
而
立
｡有

光
袈

火
｡
起
於
人
足
｡
及
茅

之
上
｡
人
以
莞

軒

云
云
(

諾

祁
紅
)

(
7

)

之
に
擦
れ
ば
､
太
組
が
諸
軍
師
を
集
め
て
誓
約
し
た
地
は
､
衆
流
水
(紋
林
河
)
畔
の

｢
唐
清
祥
斡
甲
｣
の
地
に
し
て
'
更
に
碑
文

第
八
行
の

｢
太
組
率
軍
渡
擁
流
水
｡
命
諸
路
軍
拳
骨
｣
に
基
い
て
'
こ
の
地
は
枚
林
河
の
西
岸
に
位
置
す
る
こ
と
を
知
-
､
従
っ

て

｢
唐
括
帝
勧
甲
｣
と
は
得
勝
陀
即
ち
忽
土
曜
葛
撃
と
命
名
さ
れ
る
以
前
の
土
名
に
あ
ら
ず
や
q
Jの
推
測
が
濃
厚
と
な
る
｡
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太
組
武
元
皇
帝

金
史
(望

太
組
紀
に
操
れ
ば

｢
天
雪

空

亮

上
尊
誼
日
武
元
皇
帝
｡
廟
慧

組
L
と
て
太
組
と
廟
嚢

(8
)

さ
れ
､
武
元
皇
帝
の
尊
詮
を
上
ら
れ
た
の
は
太
宗
天
倉
三
年
三
月
の
ーこ
と
で
あ
る
｡

(六
)
臣
謹
撰

葦
錬
及
容
徳
紳
功
砕
云

音
線
と
特
大
組
葦
録
に
し
て
･
金
史
(鵬
)
讐

芸

紀
に
は

｢
皇
統
八
年
八
月
戊
成
｡
宗
弼
進
太
組
嘗
錬
｡
上
(熊
宗
)焚
香
立
受

之
｣
と
あ
る
｡
今
は
目
祝
し
得
な
い
が
'
千
頃
堂
書
臼
に
｢
(金
)太
組
賛
錬
｡
宗
弼
修
｡
皇
統
八
年
進
｣
と
あ
る
に
よ
れ
ぽ
こ
の

(9
)

書
は
清
初
頃
迄
は
存
し
て
ゐ
た
も
の
1
や
う
で
あ
る
｡

(
柑
)

客
徳
紳
功
碑

は

天
骨
十
三
年
二
月
､
願
宗
に
よ
り
燕
京
城
南
に
建
置
さ
れ
た
も
の
に
し
て
'
そ
の
文
は
常
時
建
部
に
凍
っ
た
韓

坊
の
撰
す
る
所
'
書
は
字
文
虚
中
の
手
に
成
る
o

大
軍

二
年
二
月
(開
脚
鮎
別
紙
僻
絹
し
)蒜

｡
改
葬
｡
盃

〕
鮎

.)
lj
開
卦

悪

徳
紳
功
孟

子
警

城
書

取
監

之

地
｡
(
始
舶
祁
紅
)

こ
の
こ
と
は
韓
妨
及
び
宇
文
脆
中
の
本
俸
に
も
そ
れ
ん
1
次
の
如
-
見
え
て
ゐ
る
｡

〔韓
妨
∪
善
虜
文
｡
最
長
於
詔
冊
｡
作
盃

薫

紳
功
砕
｡
常
世
柄
之
o
(
宗

讐

二
五
)

′

天
脊
問
(C1･)
農
官
諾

警

知
警

乗
太
常
卿
｡
封
河
内
郡
開
園
公
｡
書
太
組
容
徳
紳
功
砕
｡
進
階
金
紫
光
線
大
夫
･
(紬
伐

36

九
'
字
文

虚
中
侍

以
上
に
塚
れ
ぼ
'
碑
文
第
八
行
よ
り
弟
十
三
行

｢
其
兆
復
見
霧
｣
迄
の
記
載
は
撰
者
趨
可
が
'
そ
の
典
球
を
皇
統
八
年
に
成
っ

た
太
組
賓
錬
及
び
天
骨
十
三
年
建
造
さ
れ
た
寄
徳
紳
功
碑
に
求
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
･｡

(七
)
太
掛
率
軍
波
搾
流
水
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棟
梁

は
･
衆
流
水
(蛤
)
水
流
河
(附
山詣

舶
離
断
遥

か
駆
莞

)
練
流
河
(鰐

)
刺
繁

(贈
)
告

と
塞

か
れ
･
今
昆

林
河
を
指
し
た
も
の
で
'
許
克
宗
は

｢
奔
流
河
闘
三
十
飴
丈
｡
以
舶
波
之
｣
と
謂
ふ
｡
猪
洲
語
で
爽
快
を

1alin
と
謂

へ
ば
恐
ら

-
上
端
の
謬
字
は
同
じ
意
味
を
有
す
る
女
虞
語
(?
)
の
骨
寛
で
も
あ
ら
う
か
｡

((
)
固
相
轍
攻

(12
)

固
相
に
関
し
て
は
､
既
に
池
内

･
鳥
山
両
教
授
に
伐
っ
て
屡
々
論
議
が
繰
り
返
さ
れ
､
本
解
説
に
於
て
も
常
然
撹
慮
の
蛇
足
を

つ
ぐ
べ
き
筈
で
あ
る
が
'
偶
々
之
に
該
雷
す
べ
き
女
虞
字
が
損
城
し
て
茶
事
の
拓
本
の
み
を
以
て
し
て
は
明
碇
に
認
知
し
得
な
い

鵠
'
他
日
原
碑
石
に
接
し
得
る
横
倉
の
到
来
す
る
迄
留
保
を
約
L
t
今
は
唯
問
題
を
撒
攻
と
固
相
と
.の
関
係
の
み
に
限
-
度
い
｡

轍
攻
が
男

に
任
ぜ
ら
れ
た
理
由
に
就
い
て
は
･
金
史
(鯛
○
)
撒
護

に
竺

穆
宗
初
準
位
｡
念
劾
者
長
票

得
立
｡
驚

撒

攻
篤
固
相
｣
と
侍

へ
て
ゐ
る
｡
撤
攻
の
父
劾
者
は
景
組
烏
苗
廼
の
長
子
に
し
て
'
穆
宗
及
び
太
組
の
父
世
組
劾
里
鉢
の
長
兄
な
れ

(
13
)

ば
'
太
組
と
轍
攻
と
は
従
兄
弟
に
雷
-
､

彼
は
太
組
の
兄
康
宗
を
助
け
て
功
あ
り
､
康
宗
残
し
太
組
そ
の
後
を
飼
い
で
郡
動
機
烈

を
稀
す
る
や
'
所
者
は
共
に
諸
部
を
分
統
す
る
こ
と
1
な
つ
た
｡

康
完
投
｡
太
組
稗
都
動
機
烈
｡
輿
轍
攻
分
治
諸
部
｡
炭

水
以
北
盃

統
之
｡
衆
流
水
人
民
轍
攻
統
W

(触
弛
讐

｡
)

太
組
の
拳
兵
に
貰
っ
て
も
最
も
力
を
壷
し
た
の
は
撒
攻
に
し
て
'
彼
の
橡
に
は
そ
の
建
国
の
功
動
を
構
揚
し
て
'

轍
攻
筑
人
敦
厚
多
智
｡
長
子
用
人
｡
(中
略
)
自
始
爵
固
相
｡
能
馴
服
諸
部
'

訟
獄
得
其
情
｡
昔
時
有
言
O
･不
見
固
相
｡
事
何

■

従
決
｡
及
撃
兵
伐
琴

轍
攻

t毎
以
宗
臣
麓
内
外
俺
重
｡
不
以
戦
多
琴
其
功
也
0
(
約
七
G
E
o
)

と
謂
ふ
｡
然
し
､
寧
江
州
進
撃
に
際
し
て
は
彼
は
別
途
に
凝
っ
て
'
太
組
と
は
行
を
共
に
し
な
か
っ
た
も
の
1
如
く
'
さ
れ
ば
､

太
組
は
乗
流
水
呼
の
誓
帥
後
､
契
丹
鼎
壕
附
近
に
於
け
る
第

一
戦
に
'
敵
将
耶
律
謝
十
を
乾
す
や
'
そ
の
乗
馬
を
撤
攻
に
貯
-
'
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達
傾
し
て
戦
勝
喜

げ
し
め
て
ゐ
る
｡
金
史
(
?
)
#
紀
に
擦
れ
ば
･

轍
攻
春
別
路
.
不
及
曾
我
｡
使
人
以
戦
勝
督
之
｡
而
以
謝
十
塙
賜
之
｡
轍
攻
使
其
子
宗
翰

･
完
顔
希
申
釆
賀
｡
云
云

.
と
謂
ひ
'
こ
れ
は
轍
攻
俸
に
'

太
組
知
遼
可
伐
｡
逐
翼

･
九
月
(駄
諸

鮒
忙
舛
)

輿
遼
人
警

空

.
獲
謝
十
｡
大
窪

芸

子
轍
攻
.
賜
以
簡
捷
謝
十

乗
馬
｡
撒
攻
及
将
士
皆
牒
呼
日
｡
義
兵
始
至
遼
鼎
｡

1
戟
而
勝
.
滅
遼
必
自
此
始
英
｡
遺
子
宗
翰
及
完
顔
希
平
米
賀
撞
｡

と
-

に
蓋

し
雷

の
に
外
-

な
い
｡
そ
の
他
遼
史
(
諾

聖

天
慶
翌

秋
七
月
の
傑
･
或
貧

富

志
(欝

Q
Jl
)
天
慶

凶
年
八
月
の
燥
下
に
も
寧
江
州
の
戦
は
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
が
'
何
れ
も
彼
が
こ
れ
に
参
加
し
た
こ
と
に
就
い
て
は
言
及
す
る
研
が

な
い
｡
さ
れ
ば
本
碑
文
に
撒
攻
が
太
組
に
屈
従
し
た
如
-
記
し
て
ゐ
る
の
は
恐
ら
-
誤
爆
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
ら
う
｡
後
､
太
組

帝
位
に
即
-
†

彼
は
図
論
勃
極
烈
と
盛
り
､
越
え
て
九
月
吏
に
困
論
忽
魯
勃
極
烈
を
加

へ
ら
れ
天
輔
五
年
好
L
t
天
倉
十
五
年

燕
開
王
に
迫
封
'
大
定
三
年
金
波
郡
王
を
野
ら
れ
忠
毅
と
認
さ
る
｡

(九
)
若
大
事
克
成
C
復
合
於
此
｡
常
酵
而
名
之
｡
後
以
是
名
賜
其
地
云

(14
)

こ
れ
待
勝
陀
即
ち
忽
上
境
葛
蟹
な
る
名
稲
の
由
来
を
物
語
る
も
の
に
し
て
本
碑
文
第
八
行
項
文
中
に
も

｢
惟
此
得
勝
｡
我
組
所

名
｣
と
謂
ふ
｡

(
一〇
)
大
定
甲
辰
歳
｡
管
轄
東
巡
｡
駁
蹄
上
郡

大
定
甲
辰
と
は
大
定
二
十
四
年
に
雷
る
｡
金
史
世
宗
紀
を
見
る
に
､

大
軍

宇

四
年
三
月
壬
寅
｡
如
上
京
｡
皇
太
子
允
恭
守
図
3

(

中
略
)
時
諸
王
皆
従
.
以
題
字
水
中
留
糊
太
子
｡
四
月
簾
中
｡

孟

寧
軒
(棚
馴
省
)

丙
巧

次
東
京
(a
)･

轟

｡
驚

嘉

同
江
｡
責

己
丑
｡
至

涼
｡
学

芸

宮
｡

(

品

三

十
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五
年
四
月
己
聖

静
上
京
.
(
鳩
)

と
あ
れ
ば
､
世
宗
は
大
定
二
十
四
年
三
月
壬
寅
(
帥
三
)
燕
京
を
静
馨
し
･
今
の
北
軍

遼
寧

威
平
等
の
地
を
警

五
月
己
井
(
に
)

嘉

に
缶

･j
n
:年
男

己
卯
(
詣

)

書

約

1
ヶ
年
雲

の
地
に
監

し
た
の
で
あ
る
｡

･

金
の
上
京
は
今
の
浦
洲
塁

江
省
阿
城
煤
城
(凱

附
鮎

鯛
舶
硝
駈
讐

如
.B
#
)
の
芸

二
キ
ロ
の
地
警

存
す
る
自
戒
地
に

し
て
､
こ
-

に
謂
ふ
上
郡
と
望

京
の
蒜

の
稲
で
あ
る
｡
例

へ
ば
'
中
州
集
(Y
)
察
霜

松
年
の
僕
に
･

O

r)

庚
戊
九
日
還
自
上

郡

｡
飲
酒
於
西
皆
的
以
野
水
｡
仲
間
清
秋
巌
｡
酒
中
線
麓
韻
｡

0
0

或
は
遼
東
行
部
志
に
､
明
昌
元
年
三
月
壬
中
三
寂
が
特
接
合
峯
に
宿
っ
て
賦
し
た
三
縄
句
を
載
せ
た
中
に
｢憶
得
上
郡
春
睦
足
｣

と
雷

､
更
に
大
金
囲
志
(
㌘

)

天
徳
二
年
七
月
の
燦
に
も
･
上
京
皇

都
と
稀
し
て
ゐ
る
如
き
は
之
で
あ
る
｡
こ
の
地
は
早
-

太
組
建
国
の
夢
初
よ
り
弟
川
代
海
陵
王
が
貞
元
元
年
燕
京
に
遷
都
す
る
迄
の
約
四
十
年
間
首
都
と
麓
少
､
そ
の
た
め
金

7
代
を
通

(

描
)

(

ド
)

じ
組
宗
野
群
の
地
と
し
て
斉
し
-
聖
成
さ
れ
て
ゐ

た

｡

囲
初
に
於
て
は
'
叉
俗
に
皇
帝
峯
或
は
御
峯
と
も
呼
ば

れ

'

許
尤
宗
は
こ

の
頃
(板
壁

翫

年
)
.U
Q
地
の
有
様
墓

指
し
て
次
の
如
-
謂
ふ
｡

一
望
平
原
瞭
野
間
｡
有
民
屠
千
鎗
家
.
盈
羅
基
布
｡

吏
無
城
郭
腰
巻
｡

率
皆
背
陰
向
陽
｡

叉
三
男
命
去
傘
｡
近
関
北
乍
百

歩
｡
有
阜
宿
毘

三
敦
頃
｡
聾

買

飴
｡
云
皇
城
也
｡
(納
品

鵬
耶
榊
釦
餅
)

(
二
)碑
文
第
十
五
行

｢
思
武
元
締
構
之
難
｣
よ
り
第
二
十
行

｢
制
日
可
｣
ま
で
は
上
京
凱
輝
中
の
世
宗
の
聖
積
を
叙
し
た
も
の
で
あ

る
｡
今
'
金
史
(箸

宗
紀
の
俸
ふ
諸

に
讐

て
'
こ
の
間
に
於
け
る
豪

雪

行
事
を
分
て
ぼ
､
大
讐

警

誉

0

ノヽ1
組
宗
興
起
の
地
に
親
臨
す
ち
こ
と
に
よ
っ
て
'
諸
王
皇
族
を
始
め
女
虞
本
族
を
し
て
､国
家
創
業
の
報
難
を
追
憶
懐
古
せ
し
め
､

以
て
民
族
的
斡
侍
と
自
覚
を
振
起
せ
し
め
た
る
こ
と
｡
攻
に
掲
げ
る
(
イ
)神
殿
の
寿
詞

修
理
t
T

)
解
党
に
ょ
る
付
武
'(
ハ
)采
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宴
宰
臣
の
戎
詠
等
は
皆
之
に
展
せ
し
め
得
よ
う
｡

(
イ
)
神
殿
の
井
謁

･
修
理

世
宗

は
上
京
到
着
の
警

(

軟
禁

詣

)

慶
元
宮

井
謁
し
て

4
'的

.
)

U
の
慶
元
富

原
廟
に

し
て
'
太
組
以
下
の
御
容
が
安
置
さ
る
｡

慶
元
宮
｡
天
草

三
年
建
｡
讐

辰
屠
｡
門
目
蓋

｡
天
啓
元
年
安
太
組
以
下
御
容
｡
麓
原
嘩

(船
舶

讐
四
)

碑
文
第

7
六

･
七
行
に

｢
始
也
命
新
紳
御
｡
以
厳
経
路
之
容
｣
と
あ
る
よ
り
す
れ
ば
'
世
宗
は
恐
ら
く
慶
元
宮
の
修
理
改
築

等
を
も
行
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

(
p
)
狩
猿
に
よ
る
僻
武

世
宗
は
上
京
郎
蹄
の
一
年
間
に
附
近

1
帯
に
屡
々
出
獄
し
倍
武
に
力
め
た
こ
と
は
次
の
記
載
に
よ

っ
て
も
窺
は
れ
よ
う
｡

六
豊

戊
｡
関
学

緑
野
淀
(鮒
加
重

｡

七
月
撃

.
撃

丁
勃
野
淀
(鮒
舶
哲

｡
十
月
丁
卯
｡
獄
嘉

邦
｡
三

品

辰
｡

猿
手
近
郊
｡
二
十
五
年
二
月
丁
丑
｡
如
春
水
｡
四
月
己
未
｡
至
自
春
水
｡

(
ハ
)宗
室
宰
臣
の
親
爺

金
史
宗
野
侍
に
'

世
宗
至
上
京
｡
開
岡
谷
大
宗
正
事
宗
寧
不
能
無
給
上
京
宗
室
O
宗
室
子
往
往
不
事
生
業
｡
上
謂
宗
平
日
｡
汝
察
其
事
｡
宜

懲
戒
之
｡

と
あ
る
如
-
'
常
時
上
京
に
在
る
宗
宝
の
子
弟
は
'
多
-
溺
蕩
に
し
て
生
業
を
事
と
し
な
か
っ
た
銭
'
之
を
珍
憂
し
た
世
宗

は
茶
表
中
､
事
に
寄
せ
て
は
紹
え
ず
組
宗
の
開
創
守
成
の
苦
難
に
就
い
て
宗
主
の
子
弟
或
は
宰
臣
を
戒
諭
し
て
ゐ
る
｡
例

へ

ぼ
彼
が
宗
主
宗
婦
と
皇
武
殿
に
倉
飲
し
た
る
時
'

一
人
の
女
農
本
曲
を
歌
ふ
者
無
き
を
歎
じ
自
ら
そ
の
詞
を
以
て
玉
葉
の
岡

(19
)

難
及
び
稲
越
の
不
易
を
唱
し
た
こ
と
は
既
に
周
知
の
こ
と
に
属
す

｡

就
中
'
碑
文
第
十
七
行
に
謂
ふ

｢
艶
文
伸
刊
貞
石
｡
以
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賛
曙
曙
之
業
｡
云
云
｣
即
ち
得
勝
陀
絹
碑
の
建
設
は
最
も
意
蕃
あ
る
金
蔓
の
一
に
し
て
'
之
に
師
し
金
史
に
は
何
等
の
記
載

を
も
見
な
い
が
'
前
掲

｢
二
十
瓦
年
二
月
丁
丑
｡
如
春
水
｡
四
月
己
未
｡
至
自
春
水
｣
と
あ
る
は
'
こ
の
碑
石
の
建
置
と
密

捜
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の
1
如
-
思
は
れ
る
｡
然
し
こ
の
推
断
を
可
能
な
ら
し
め
る
銭
に
は
'
そ
の
前
提
と
し
て
春
水
に

就
い
て
の
説
明
が
必
要
で
あ
る
｡

.

(孤
)

金
代
の
春
水
と
は
年
中
行
事
の

T
と
し
て
春
季
に
行
は
れ
る
金
主
の
遊
獄
を
謂

ひ
'
上
京
路
方
面
に
於
て
は
蛙
林
河
畔
ハエ

(2t
)

の
交
刺

が

春
水
の
地
と
し
て
有
名
で
あ
る
｡
さ
れ
ば
'
こ
の
時
に
於
け
る
世
宗
春
水
の
地
も
交
刺
で
は
な
か
つ
た
だ
ら
う
か
｡

(22
)

若
し
果
し
て
然
呈

す
れ
ば
･
既
に
図
円

一
箱
氏
も
謂
ふ
如
-

こ

の
1
右

験
(
朗
虻
朋
打
紐
)
に
亘
る
春
猿
中
,

世
宗
遠

望

岸
の
忽
土
曜
董

即
ち
得
勝
陀
の
地
雷

訪
れ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
し
う
べ
く

そ
の
結
果
誌

文
讐

八

･
九
行

1

に
見
え
る

｢
明
年
(
二
十
五
年
)夏
四
月
｡
詔
以
得
勝
陀
事
訪
干
胡
麻
｡
謂
宜
如
何
｣
と
な
り
'
勝
て
立
石
の
遵
び
に
祭
っ
た

41

も
の
と
は
解
し
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
か
｡

L

M■hHl
に
上
京
の
充
嘗
と
民
の
賑
他

上
京
の
地
は
貞
元
元
年
燕
京
遷
都
に
結
い
で
t
k
'降
二
年
十
月
に
は
肺
城
内
の
諸
富
穀
弟
宅
俳

(23
)

寺
が
穀
轍
さ
れ
る
な
ど
梅

陵
の
暴
拳
に
伐
っ
て
荒
廃
甚
し
く
'
銭
に
衣
任
女
虞
人
も
漸
-
そ
の
数
訂
減
じ
っ
1
あ
る
様
を
み
て

(
24
)

世
宗
は
二
十
五
年
四
月
速
頻

･
胡
里

改

繭

路
の
謀
克
を
移
し
て
そ
の
充
賃
を
計
る
こ
と
1

な
っ
た
｡

二
十
五
年
凹
月
甲
子
｡
詔
於
連
頻

･
胡
男
攻
繭
路
猛
安
下
｡
選
三
十
謀
克
夢

二
猛
安
｡
存
置
干
拳
骨
時
節
之
地
｡
以
嘗
上

京
｡
(
槻
紬
鵬
糾
)

(nN
)

或
は
金
史
兵
志
に
も
こ
れ
に
関
し
て
攻
の
如
く
謂
ふ
｡

上
菅
以
連
頻

･
朗
男
故
人
麟
弟
可
用
｡
海
陸
嘗
欲
徒
之
而
未
能
.
｢未
定
し
二
十
四
年
以
上
京
寧
胡
刺
温
之
地
腐
而
映
｡
蓬
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遣
刑
部
偽
書
烏
男
也
｡

出
府
席
鏡
｡
以
済
行
貿
牛
富
｡
遷
連
頻

1
猛
安
納
里
敬
二
猛
安
二
十
四
謀
克
以
茸
之
｡
意
欲
上
京
.

兵
多
官
日
可
麓
緩
急
之
備
也
｡
(
閑
四
)

(訪
)

一
方
市
民
に
封
し
て
は
租
税
を
減
免
し
､
老
人
に
賜
輿
す
る
な
ど
専
ら
賑
他
に
意
を
用
ゐ
､
殊
に
宗
威
に
封
す
る
賞
賛
は
短
期

間
に
も
拘
ら
ず
次
の
如
-
数
回
に
及
ん
で
ゐ
る
｡

二
十
四
年
五
月
戊
戊
｡
宴
干
皇
武
殿
｡
(中
略
)
賜
諸
王
妃
主
宰
執
百
官
命
姉
各
有
差
｡

二
十
五
年
正
月
乙
田
朔
丁
亥
.
婁
妃
鳩
親
王
公
主
文
武
従
官
干
光
徳
殿
O
宗
室
宗
婦
及
五
品
以
上
命
婦
輿
坐
者
千
七
盲
験

人
賞
賛
有
美
｡
(中
略
)
四
月
丁
丑
｡
宴
宗
室
宗
好
子
皇
武
殿
｡
大
功
規
賜
官
三
階
O
小
功
二
階
.
綿
肺

1
階
｡
年
高
展
近

着
｡
空

武
将
軍
o
及
封
宗
女
｡
賜
銀
絹
各
有
差
｡
(
触
竿

(
≡
)
昔
唐
玄
宗
幸
大
原
｡
嘗
有
起
義
堂
頓

嘗
唐
音
玄
宗
紀
に
t

へ
27
)

開
元
十

1
年
春
正
月
挺
辰
｡
幸
∩井
州
U
･
淋
州
｡
(
中
略
)
辛
卯
.
攻
井
州
境
大
原
肺
｡
(中
略
)
上
規
制
起
董
堂
碩
及
書
｡
刻

石
紀
苧

太
貫

之
鮎

意

)

と
謂
ひ
'
唐
曾
要
に
も
'

開
元
十

一
年
正
月
二
日
｡
蓉
東
都
北
巡
｡
二
十
五
日
至
井
州
｡
兵
部
尚
書
張
説
進
言
日
｡
太
原
是
図
表
大
業
所
起
o
陛
下
宜

42

因
行
幸
｡
振
威
耀
武
O
井
建
碑
紀
徳
｡
以
申
求
思
之
意
｡
(中
略
)
上
箕

一撃

(

㌔
)

と
あ
-
'
或
は
叉
'
元
和
郡
握
志
も
'

開
元
十

1
年
玄
宗
行
幸
至
此
州
(井
州
)｡
以
王
某
所
輿
｡

叉
建
北
都
｡
改
井
州
窺
大
原
府
｡

立
起
義
堂
碑
｡

以
紀
其
事
｡
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(讐

虻
㌫

槻
舶
)

､

と
謂

へ
ば
'
こ
れ
を
指
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
｡

(
≡
)過
上
盛
｡
有
賀
宵
述
翌
頒

薯
唐
書
巻
八
玄
宗
紀
に
､

開
元
十

一
年
番
jE
月
舞
辰
(十
四
日
)｡

幸
∩
井
州
∪
淋
州
｡
宴
父
老
｡
曲
赦
天
秤
罪
己
下
｡
給
復
五
年
｡
別
攻
其
奮
宅
償
飛
龍

宮

｡

と
謂
ふ
o
飛
髄
宵
は
後
'
啓
聖
宵
と
改
構
さ
れ
た
こ
と
は
'
唐
書
地
理
志
'
河
東
遣
潜
州
上
蓋
螺
の
侯
に
'

有
啓
苦

｡
本
飛
禦

芭

｡
玄
宗
改
発
｡
開
元
十

左

置
｡
後
文
芸

｡

(
㌘

)

と
あ
る
に
依
9
億
知
ら
れ
る
Q
薯
宮
述
聖
域
と
は
こ
の
上
蓋
な
る
啓
聖
宮
に
封
し
て
も
の
さ
れ
た
項
文
を
指
す
も
の
で
張
説
之
文

集
(誓

)
及
び
警

棒
(讐

)
｢
上
著

せ
蓮

翌
項
｣
の
侯
に
-

の
全
文
が
讐

れ
て
ゐ
る
O

(
一巴
臣
可
方
以
文
字
｡
待
罪
禁
林

遭
可
は
常
時
翰
林
修
撰
同
知
制
語
と
し
て
職
を
翰
林
畢
士
院
に
奉
じ
て
ゐ
た
が
故
に
斯
-
謂
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

(
t五
)碑
文
第
二
十

一
行
よ
り
第
二
十
九
行
迄
は
四
字
句
よ
少
文
る
項
文
で
あ
る
が
､
こ
れ
ら
の
尉
肇
は
他
の
多
-
の
碑
文
に
於
け
る

と
同
様
何
れ
も
挺
書
中
に
見
出
し
得
る
｡
例

へ
ば
'

｢
瞳
開
干
天
｣
は
偽
書
周
書
酒
語
の
隈
開
基
上
に
輝
少
'
｢
受
天
之
砧
｣
は
毛
詩
小
推
谷
風
之
什
'
信
南
山
'
或
は
同
大
推
文
王

.
之
什
'
下
武
に
見
え
､
｢
恭
行
天
罰
｣
は
備
蓄
用
善
事
尊
に
'
｢有
二巻
者
阿
L

は

毛
詩
大
雅
生
民
之
什
'
奄
阿
に
'
｢
受
勲
其

放
｣
は

毛
詩
大
推
文
王
之
什
､
或
は
左
俸
'
孟
子
等
に
も
見
え
'
｢
大
巡
六
師
｣
は
錦
書
周
書
泰
尊
の
王
乃
犬
巡
二
六
師
一に
よ

/

- 43-



536

r
ゲ

.(

テ
h

レ

(
ン

少
'
｢
各
種
南
東
｣
は
鈴
音
偽
書
牧
誓
に

｢稀
二

爾
曳
?
比

二

爾
曳
?
立

三

顧
矛
?
予
其

誓

｣

と
あ
る
に
よ
つ
た
も
わ
1
如
く
'
同

Y
Trl,>

フ

じ
句
は
史
記
奄
四
'
周
本
紀
に
も
見
ゆ
｡

｢
桓
桓
之
士
如
熊
如
羅
｣
は
僻
書
周
書
牧
誓
の

｢
鼠
哉
夫
子
.
倍
桓
桓
卿
戊
如
貌
'

ナ
イ
テJiIヨ

′
'.(
す
ホ
イ

.
-シ
タ

如
熊
如
鴇
千
二南
郊
L

に
よ
り
'
｢
天
有
頼
遺
｡
匪
勅
惟
彰
｣
は
備
書
周
善
事
尊
下
に
､
｢
文
王
有
聾
O
蓮

二駿
有

聾

]｣
は
毛
詩

大
雅
文
王
之
什
に
見
え
て
ゐ
る
等
の
如
き
は
こ
れ
で
あ
る
｡

(
一六
)
周
武
戎
衣
｡
火
流
玉
屋

史
記
周
本
紀
に
'
武
王
即
位
の
九
年
'
師
を
興
し
て
東
方
肘
を
伐
た
ん
と
し
た
時
の
事
を
記
し
て
'

武
王
渡
河
｡
中
流
白
魚
躍
入
王
舟
中
｡
武
重
仰
取
以
祭
｡
既
波
布
火
｡
月
上
復
干
下
｡
至
干
玉
屋
｡
流
成
鳥
｡
其
色
赤
｡
英

霊

云
｡ご
(g
)

と
あ
れ
ば
'
こ
の
武
王
の
故
事
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
｡

(
t七
)
漠
高
密
剣
3
束
寛
夜
突

こ
れ
は
'
準
の
i::
租
が
拳
兵
の
前
'嘗
て
亭
長
と
し
て
徒
士
を
跡
山
に
護
送
せ
ん
と
し
て
竪
西
洋
中
に
到
っ
た
時
'
偶
々
夜
'径

に
大
蛇
の
横
は
る
を
見
'
直
ち
に
剣
を
就
い
て
之
を
斬
っ
た
故
事
を
指
す
も
の
に
し
て
､史
記
準
‥桝
組
本
紀
に
は
次
の
如
-
謂
ふ
｡

(前
略
)
高
組
被
酒
｡
夜
得
揮
中
｡
令

一
入
行
前
｡
行
前
者
還
報
日
｡.
前
有
大
蛇
雷
径
願
還
｡
高
組
酔
日
｡
壮
士
行
何
長
｡
乃

前
淡
倒
撃
斬
蛇
.
蛇
逐
分
麓
両
径
開
O
行
数
里
｡
酵
凶
臥
｡
後
人
釆
至
蛇
所
｡
有

一
老
嬢
夜
突
｡
人
間
何
突
｡
短
日
｡
人
投

(30
)

吾
子
｡
故
実
之
0
人
日
｡
板
子
何
銭
見
殺
｡
堪
日
.
喜
子
白
帝
子
也
｡

化
窺
蛇
常
道
｡
今
銭
赤
帝
子
斬
之
｡

故
実
｡
云

云

(.S

.)

ヽ

(
一八
)武
元
紳
孫

44
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せ
宗

は
太

組
武

元
皇
帝

の
孫

に
常

る
を

以

て
斯
く
謂

ふ
｡

読(-
)
本
碑
石
は
磨
滅
剥
落
の
個
所
多
き
た
め
引
用
の
原
文
は
'
主
と
し
て
京
都
帝
大
束
洋
史
研
究
室
所
蔵
の
碑
拓
及
び
'
嘗
て
明
治
四
十
年
頃
内

藤

･
羽
円
両
博
士
が
曹
廷
人
…
氏
の
秘
蔵
に
係
る
拓
本
よ
-
寛
し
撮
ら
れ
た
常
長
(
京
大
東
洋
史
研
究
室
戒
)
に
按
-
'
外
に
吉
林
外
記
(
額
九
)

古
林
通
志
(
巻

1
二

〇
)等
を
参
絹
す
る
こ
と
ゝ
し
た
｡
即
ち
大
括
弧

〔
〕
内
の
文
字
が
之
等
静
香
に
操

っ
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

(2
)
大
金
閑
話
巻
三
四
､
服
色
の
俵
に
見
ゆ
る
記
載
も
略
同
様
で
あ
る
｡

(3
)
埴
彦
街
の
御
暴
行
程
に
よ
っ
て
通
弊
す
れ
ば
､
播
州

･
成
州
問
の
距
離
は
二
首
二
十
里
と
な
る
.
松
模
紀
聞
に
も
､

〔
日
成
州
南
鋪
〕
四
十
里
室
岡
州
南
錦
.
四
十
里
至
銀
州
南
錦
｡
五
十
輿
至
興
州
.
四
十
里
至
蒲
河
｡
四
十
貝
至
滞
州
.

と
あ
っ
て
二
宮
十
里
を
算
す
｡
飴
る
に
猫
-
許
冗
宗
の
行
程
銀
の
み
は

｢
日
播
州
七
十
里
至
興
州
｡
日
興
州
九
十
男
至
成
州
｣
と
謂
ひ
'
首

六
十
盟
に
過
ぎ
な
い
O
恐
ら
-
こ
れ
は
､
興
州

･
銀
州
問
の
距
離
五
十
里
を
粧
落
し
た
も
の
で
あ
ら
う
｡

( ′'~}( (
7 6 5 4
ー ーヽ ーヽ )

浦
洲
歴
史
地
摺
第
二
令
四
九
京
或
は

1
九
七
貢
参
照
O

金
史
本
紀
奄
二
､
及
び
遼
史
(
奄
二
七
)
天
詐
紀
､
天
慶
四
年
の
俵
参
照
｡

池
内
宏
博
士
､
金
史
世
紀
の
研
究

(
満
鮮
史
研
究
､
巾
冊
解

1
瀞
四
五
八
東
)
参
照
｡

袷
漠
紀
聞
に
は
､
大
約
挙
兵
の
様
を
叙

べ
て
次
の
如
-
謂
ふ
｡

- 45-

初
女
員
有
戎
井
村
無
印-
｡
遼
之
近
親
有
以
衆
坂
｡
閑
人
其
境
上
｡
悠
女
貞

一
禽
(撒
改
号

)
詑
両
槍
之
.
得
甲
骨
五
首
｡
女
炭
質
異
食
｡
馬

阿
慮
里
移
賓
(
彼
云
第
三
倍
官
人
亦
呼
篤
粕
公
)
｡

既
起
師
｡
才
有
千
勝
｡
用
其
五
官
甲
.

攻
破
寧
江
州
.
云
云

(8
)
金
史
(
容
二
二
二
)､
醸
志
(
五
)
に
よ
れ
ば
､

天
骨

三
年
六
月
｡
請
班
勃
締
烈
巣
等
式
辞
追
放
先
大
聖
畠
帝
｡
十
二
月
二
十
五
日
奉
玉
肝
玉
賓
｡
恭
上
啓
諾
日
大
型
式
元
曳
帝
o
餅
凍
太

租
｡

と
め
つ
て
'
太
祖
本
紀
と
の
問
に
月
日
の
喰
連
ひ
が
め
る
｡

(9
)
千
頃
堂
書
目
(
琴
四
'
鹿
部
､
国
史
類
'
補
'
金
之
部
)
O
之
に
就
い
て
は
既
に
池
内
博
士
旦
言
及
さ
れ
て
ゐ
る
｡

(
金
史
世
取
の
研
究
､
浦

鮮
史
研
究
中
世
鱒

一
冊
四
五
九
貫
註
-
)

(10
)
容
徳
紳
功
碑

こ
の
碑
は

J
に
卒
遼
碑

と
も
呼
ば
れ
'
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.

＼

､金
太
粗
武
元
曳
帝
卒
遼
碑
.
衣
南
城
豊
宜
門
(
正
南
門
に
常
る
)外
.
金
史
臣
韓
妨
訴
｡
宇
文
虚
中
書
｡

(

涌
谷
窒
素
刊
本
金
蔓
集
夢
二
)

或
は
又
､
そ
の
建
設
の
場
所
に
よ
っ
て
御
閑
碑
と
も
科
せ
ら
る
.
耶
符
鋳

･
嬰
終
醇
障
集
巻
四

｢
和
人
苛
龍
岡
懐
古
｣
の
巾
に
'｢
容
倍
紳
功

無
籍
耗
'
土
花
対
合
御
閑
碑
｣
と
謂
ひ
､
李
文
田
の
餐
江
に
は
T
燕
都
南
御
固
O
有
季
R
(
源
?
)
氏
武
元
虫
帝
窄
〔
徳
〕
紳
功
碑
｡
燕
俗
呼
馬

御
固
碑
｣
と
あ
る
｡

猶
､
目
下
奮
闘
考
(
奄
九

〇
)も
､
都
経
の

｢
戊
午
渚
明
日
大
城
南
｡
試
金
太
約
着
徳
紳
功
碑
詩
｣
(陵
川
集
併
収
)
等
を
載
銀
し
て
ゐ
る
｡

曳
統
四
年
容
陵
と
改
科
さ
る
O

池
内
博
士
､
金
史
世
紀
の
研
究

○
同
博
士
'
金
の
建
国
以
前
に
於
け
る
完
夢
氏
の
君
長
の
稀
班
に
つ
い
て

(
東
洋
準
報
夢
二
〇
容
顔

1
折
及

び
浦
鮮
史
研
究
中
世
第

一
肘
所
収

)
○
鳥
山
事

一
教
授
'
金
史
壮
観
の
い
は
ゆ
る
大
師
と
固
相
と
(育
丘
畢
叢
第
六
鍵
)

-
劾
者
(韓
国
公
)-

撒
改

1
世
瓢
(
劾
里
鉢
)
T

匪
宋
(島
雅
束
)

蘭
lコ-:i

覚

り姉御_

喝

1
劾
孫

-
前
宗

(晦
刺
淑
)

-
穆
宗
(
盈
歌
)

｢
別
禦

剛
.朋
馴
;

(
l
)
忽
土
髄
蔦
幾
の
意
義
に
就
い
て
は
前
車
備
考
〔
1
〕
の
(3
)を
参
蛸
｡

(
1
)

金
史
奄

山元

'
顧
詫
世
紀
に
'

五
月
｡
世
宗
至
上
京
.
賜
勅
書
日
｡
股
以
前
月
八
日
到
達
ー陽
｡
此
月
二
日
達
上
京
｡
祭
日
総
慶
元
牌
｡
省
方
救
民
古
之
制
也
.

と
あ
-
､
宗
野
侍
に
も
､
次
の
如
-
謂
ふ
.

大
足
二
十
四
年
｡
世
宗
得
車
上
京
｡
上
目
臨
溝
良
市
輿
石
典
故
皆
不
費
.
駿
欲
白
岡
逆
徒
｡
三
月
過
東
京
O
謁
太
后
障
襲
O
五
月
O
可
津

上
京
｡
(
中
略
)

宗
平
日
｡
南
遺
成
熟
｡
袈
莱
億
｡
宜
如
聖
旨
｡
蓬
山
南
逆
徒
駕
｡
(
奄
七
三
)

遼
陽
よ
-
成
卒
を
過
ぎ
た
る
こ
と
は
移
刺
遺
侍
(
金
史
額
八
八
)
に
ー
｢
大
定
二
十
四
年
｡
串
上
京
.
遣
過
成
年
O
遣
使
致
祭
膝
.

'滑
[,移
刺
道
〕

有
加
｣
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
｡
給
､
金
史
蒲
茶
通
侍
(
金
史
帝
九
五
)
に
よ
れ
ば
､
彼
は
こ
の
時
'
特
に
世
宗
の
勅
命
を
う
け
上
濃
留

守
と
し
て
発
行
し
'
専
ら
鏡
藻
に
常
つ
て
ゐ
る
｡

(16
)
燃
宗
の
天
撃

1R
年
八
月
､
上
京
骨
寧
府
と
稀
せ
ら
れ
'
次
の
海
陸
王
の
時
燕
京
遷
都
と
共
に

1
時
上
京
の
稗
を
陵
L
t
単
に
骨
寧
府
と
の
み

解
せ
ら
れ
た
こ
と
は
あ
つ
た
が
､
や
が
て
世
宗
の
大
定
十
三
年
再
び
上
京
骨
寧
府
に
改
め
ら
れ
て
以
衆
'
金
末
に
至
る
迄
こ
の
名
を
以
て
呼
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ば
れ
た
｡

(17
)
皇
帝
暴

･
御
寡

大
金
闘
志
(
巻
二
及
び
璽

二
三
)
に
は

｢
党
是
｡
女
虞
之
初
無
城
郭
｡
止
呼
目
星
帝
寡

･
固
相
碁

･
太
子
荘
｣
と
か
或
は

｢
陛
虫
帝
裟
臼
命
寧
府
｡
雄
鳥
上
京
｣
と
謂
ひ
､
魅
彦
衛
の
御
寡
行
程
右
耳尭
漫
抄
巻
二
併
収
)
及
び
三
朝
北
盟
骨
編
(
奄
九
八
)併
引
の
燕
雪
線

等
に
は
御
泰
と
あ
る
｡
或
は
叉
こ
の
地
は
､
阿
鰯
胡
(紳
麓
記
)
~
阿
之
古
二
向
寒
史
奄

)
四
)等
と
も
呼
ば
れ
た
｡
但
し
金
上
溝
帝
勝
専
碑
に

こ
の
地
を
呼
ん
で
西
接
と
謂
ひ
､
或
は
松
漠
紀
聞
に

｢
上
京
印
西
樺
也
｣
等

と
あ
る
の
は
達
の
上
京
臨
洪
府
を
西
接
と
呼
ん
で
ゐ
た
こ
と
よ

-
況
離
し
て
金
の
上
京
を
も
し
か
-
科
し
た
も
の
で
あ
ら
-
0

(
18
)
金
史
奄
八
'
世
宗
本
紀
及
び
巻

1
九
'
顧
宗
世
紀
､
参
照
｡

(
柑

)

金
史
巻
八
､
他
宗
紀
に
は
､

'

二
十
五
年
四
月
丁
丑
｡
宴
宗
寅
宗
婦
千
曳
武
殿
｡
(
中
略
)
上
白
.
膏
薬
数
月
｡
未
有

一
人
歌
本
拍
者
｡
書
籍
枚
等
歌
之
｡
命
宗
宗
弟
子
.

I

叙
坐
殿
下
者
｡
骨
盤
殿
上
聴
｡
上
白
歌
其
詞
.
道
玉
葉
之
救
難
及
醗
途
之
不
易
｡
至
慨
恕
耐
宗
.
宛
然
如
暗
｡
憤
慨
悲
咽
｡
不
能
成
饗
.

歌
単
位
下
｡
(
中
略
)

於
是
諸
夫
人
吏
歌
本
曲
.
如
私
家
之
骨
｡
既
畔
｡
上
復
綬
調
｡
至

一
飯
乃
罷
｡

と
侍

へ
ら
れ
~
こ
の
時
の
世
完
結
曲
の
歌
詞
は
同
書
璽

二
九
柴
志
､
本
朝
柴
佃
の
俵
に
見
え
て
ゐ
る
｡
猶
.
こ
こ
に
謂
ふ
本
曲
と
は
女
挺
(
虞
)

曲
に
し
て
'
世
宗
は
以
前
よ
-
屡
々
内
裏
に
於
て
歌
者
を
し
て
安
帯
詞
を
歌
は
し
め
て
ゐ
る
｡

大
定
十
三
年
四
月
乙
亥
｡
上
御
容
思
殿
｡
命
歌
寮
歌
女
帯
詞
｡
顧
謂
皇
太
子
日
｡
耽
思
｡
先
朝
併
行
之
串
末
嘗
暫
志
｡
故
時
括
此
詞
｡
亦

欲
令
按
撃
知
女
据
醇
質
之
風
.
至
於
文
字
語
言
戎
不
通
暁
U

是
志
本
也
.
(
金
史
巻
三
九
栗
志
､
本
朝
柴
曲
の
樵
)

(
2
)
池
内
宏
博
士

｢
遼
代
春
水
考
｣
(束
拝
啓
報
第
六
番
二
統
及
び
満
鮮
史
研
究
中
伸
葬

一
冊
所
収
)

(2-
)
同

博
士

｢
遼
代
ぬ
同
江
考
｣
(
東
洋
串
報
第
六
番

1
班
及
び
満
鮮
史
研
究
中
世
帯

一
冊
俳
枕
)

(2
)
開
田

1
亀
氏

｢
金
の
他
宗
の
束
巡
考
｣
(
奉
天
樹
書
館
叢
刊
第

1
三
肝
)

～

へ23
)

金
史
巻
五
海
陵
紀
に
左
の
如
-
謂
ふ
｡

正
隆
二
年
十
月
壬
欝
｡
命
骨
等
府
｡
盟
蕉
宵
殿
誇
大
族
第
宅
及
僻
慶
寺
.
竹
東
其
挑
.
両
耕
種
之
｡

(
24

)

速
頻
路

･
胡
里
改
路

速
頻
路
は
今
の
絵
芥
河
の
流
域
を
中
心
と
し
て
培
蘇
里
江
よ
-
東
梅
坪
に
亘
る
地
域
を
包
括
し
て
み
た
も
の
ゝ
如

-
治
排
は

17
コ
リ
ス
ク
附
近
に
し
て
､
速
朗

の名
は
今
の
緩
芽
と
同
音
で
あ
ら
う
.
金
史
に
は
こ
の
外
に
､
粗
品

･
蘇
演

･
地
顔
な
ど
と
も

蕃
し
､
唐
音
(樹
海
樽
)及
び
遼
史
(
地
雄
志
)
に
は
率
索
と
謂
ふ
｡
(
浦
洲
歴
史
地
碓
第
二
奄

1
八
四

-
五
頁
参
照
)

胡
里
改
路
は
瑚
爾
恰
河
の
下
総
域
を
占
め
'
そ
の
結
節
は
今
の
依
蘭
(
三
江
省
三
姓
)
に
し
て
'
塩
域
は
上
京
骨
寧
府
の
束
に
接
し
'
東
北
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は
松
花

･
恩
寵
二
河
の

合
流
鮎
附
近
に
及
び
､

束
は
完
津
山
を
以
て
速
頻
路
に
界
L
t

南
界
は
教
化
附
近
に
あ
っ
た
も
の
～
様
で
あ
る
.

(
同
書

一
八
八
東
乃
至

1
九
六
許
容
照
)

(2
)
こ
れ
は
前
年
十

一
月
上
奏
し
た
る
佃
書
省
の
意
見
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
｡

大
定
二
十
四
年
十

一
月
丙
午
.
何
事
省
奏
｡
徒
速
頻

･
朝
里
改
三
猛
安

二
十
四
謀
克
.
以
賓
上
家
.
(
金
史
巻
八
'
世
宋
紀
下
)

(26
)

二
十
四
年
八
月
乙
亥
｡
詔
免
上
京
今
年
市
税
｡

二
十
五
年
四
月
壬
申
｡
杓
散
骨
寧
府
.
竹
放
免
今
年
租
税
.
育
姓
年
七
十
以
上
者
補

1
骨
.
(
金
史
巻
八
)

(B
)
唐
音
玄
宗
紀
に
は
正
月
庚
辰
沸
州
に
為
し
､
辛
卯
井
川
に
幸
す
と
謂
ふ
｡

(2
)

こ
の
起
義
堂
の
柁
碇
に
戯
い
て
は
'
唐
寮
撃

二
九
地
坪
志
河
東
道
北
都
の
健
に
は

｢
宮
城
(晋
陽
宮
)束
有
起
義
億
｣
と
謂
ひ
'
某
海

(
啓

一

六

一
宮
室

･
堂
の
燥
所
引
音
訓
)
に
は

｢
起
義
堂
准
乾
陽
門
街
.
元
宗
立
碑
｡
竹
書
｣
と
あ
る
.
猶
､
唐
文
枠
奄

一
九
上
に
は
起
義
発
現
の

全
文
が
載
録
さ
れ
て
ゐ
る
O

(詔
)
こ
の
事
は
'
唐
愈
要
の
外
に
'
膏
唐
書
巻
九
七
､
唐
書
巻

1
二
五
'
張
詑
博
に

.
も
見
え
る
｡

(刃
)
こ
れ
と
同
文
は
前
漢
書
省

一
上
'
高
帝
紀
に
も
見
え
る
.

(
昭
和
十

)
年
三
月
二
十
七
日
柄
)

(正
課
)

前
章
第

1.
〇
頁
及
び
第

一
五
日
に
於
て

『
紳
』
を
示
す
女
虞
字
を

｢
C1･兇
｣
と
寛
し
た
が
こ
れ
は

｢非
如
兄
｣
の
誤
に

し
て
､
従
っ
て
,J
の
語
は
清
洲
語

endTriに
相
雷
せ
し
め
ん
と
す
る
よ
り
も
寧
ろ

w
eee.w
eeen
『
祭
紀
』
等
に
近
い

も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

●

叉
同
車
第
二
二
頁
九
行

芸

軍
隊
』
の
鈴
は

S声
.
第
二
五
月
二
行

bagein
は

bakein.終
り
よ
旦

二
行
目
の

t世
辞
は

tiir辞.同
じ
-
二
行
目
の

ug
siコ
は

uk
sin
で
あ
る
｡
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